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第二章 	 イメージはいかに物語られるか  









































































第四章 	 物語における〈私〉の現れ  



























第五章 	 〈私〉の物語としての心理療法  
	 第五章では，心理療法における「物語」というパラダイムを問い直すという
本論文の問題意識に沿って，第二章以降の考察をまとめつつ，「自らの内面を物
語ってゆく」というパラダイムの通用しにくいと思われてきた語りの特徴を整
理した。そして，そのような物語に心理療法がどのように応じることがきるの
かについて考察した。  
	 「自らの内面を物語ってゆく」というパラダイムにのりにくい語りは，流動
する〈私〉・消失する〈私〉という主体意識のあり方に関連していることが示さ
れた。定点としての〈私〉が立ち上がっていないために，「自らの内面を物語っ
てゆく」ことの基礎とされる“私が私を見る”という動きが生じていないので
ある。そのため，症状や問題は〈私〉に引きつけられず，内省されることがな
く，ただ滔々とした語りのなかで流れていってしまう。このような「自らの内
面を物語ってゆく」ことの難しい事例は，心理療法の適用外として，より具体
的な支援や助言が適切であるとの指摘もなされている。しかし，従来の物語と
 6 
いうパラダイムが通用しないからといって，これを心理療法の外においてしま
うのは早計であろう。  
	 「自らの内面を物語ってゆく」ことを支える定点としての〈私〉というのは，
あくまでも近代主体としての〈私〉である。甲状腺疾患患者の語り方が中世の
物語と類似の特徴を示していたように，近代主体とは異なる主体から語られる
物語も存在している。こうした物語においては，予め〈私〉が立ち上がってい
るわけではない。流れてゆく語りのどのポイントに〈私〉のリアリティがある
か，どのポイントで〈私〉立ち上がるか，その契機を掴んでゆくことが，〈私〉
の物語としての心理療法となってゆくことにつながるのではないだろうか。  
 
